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「C（カーボン）の可能性を追求し世界に
貢献する」という経営理念のもと、グロー
バルな企業集団として永続的に発展す
るため、確固たる内部統制システムを構
築するとともにコンプライアンスを最優
先とした健全な企業活動を推進してお
ります。全従業員に対しては行動指針を
示した「行動基準」と、遵守すべき法令

■ コーポレートガバナンスの取り組み

■ 雇用・職場環境への取り組み ■ コミュニティ参画・発展の取り組み

私たちが掲げる経営理念　『Ｃ（カーボン）の可能性を追求し世界に貢献する』は
ＣＳＲ（企業の社会的責任）の目的である持続可能な発展への貢献そのものです。
経営理念に基づき、経営トップをはじめとして、全従業員が全てのステークホルダーと健全な関係を維持し、
環境・社会の課題に取り組むことにより、今後も持続可能な発展に貢献することを誓います。

東洋炭素のCSR活動について

関係会社を含め4工場の生産拠点を置く
香川県において、積極的な地域との共生・
地域活性化の取り組みを行っています。
●市町村消防団への加入による火災時の
　消火活動、自然災害時の救助活動。
●地域清掃活動。
●祭礼・地域イベント・スポーツ大会への
　協賛並びに積極的な参加による地域
　活性支援活動。

地域社会への貢献

当社の創業者、故近藤照久の趣意により
創設され、現在は主に当社株式を基本財産
とする公益財団法人近藤記念財団の運
営を支援しています。財団では奨学助
成事業による人材育成ならびに研究助
成事業による学術振興を通じ、社会の発
展に向けた貢献を図っています。

人材育成・学術振興への貢献

や規程を解説した「コンプライアンス・
ガイドブック」を配布し、意識浸透を図
るための啓発活動を行うとともに、国内
外の関係会社にも展開し、グループ全
体での意識統一を図っています。また、
リスク・コンプライアンス委員会を設置
し各部門連携により種々の課題解決に
努めています。

働きがいのある職場環境づくりに努め
るとともに、全従業員の心身のゆとりと
豊かさの実現を目指しています。
基本的な人権を尊重し、差別のない公
平かつ公正な雇用を保証するために、
社内規定を完備するだけでなく、専用
窓口も設置するなど、万全の体制で全
従業員をサポートしています。

また、専門委員会の整備・設置を通じた
労働安全衛生の徹底、労災防止はもと
より、2010年にはワークライフバラン
ス推進のための専門部署を組成し、従
業員の家族向け工場見学会の毎期開
催や「次世代認証マーク」（愛称「くるみ
ん」）を取得するなど、働きがい・働き易
さの充実にも注力しています。

■ 品質・製品安全への取り組み

製造物責任については、管理規程を制定し、
製品企画、設計、製造から販売の各段階にお
いて、製品欠陥による事故発生の未然防止に
努めるとともに、万一事故が発生した場合の
適切な対応体制を構築しています。

■製造物責任の管理体制国内の各生産拠点で認証を取得している
ISO9001を基準に、お客様の満足度向上
を最優先のテーマとし、「どこにもないモノ
をつくる」「最高水準の品質」を実現してい
くために、設計・開発から生産・販売・サー
ビスに至る各段階での品質向上・改善に
継続的に取り組んでいます。

■ 公正な事業運営への取り組み

国際的な平和及び安全の維持を目的と
し、大量破壊兵器等の不拡散及び通常
兵器の過度の蓄積防止の観点から外
国為替及び外国貿易管理法等輸出関
連法規（外為法等）により規制されてい
る貨物及び技術について、外為法等に
違反して不正に輸出又は提供しないこ
とを基本方針とし、安全保障輸出管理

を適切に実施するために安全保障輸出
管理規程を定めております。その規程
の主旨を全社員に浸透し行動に生かす
ため、教育訓練などを通して周知徹底
をしております。このほか適正な取引の
徹底に向けた取り組みを行っています。

人と炭素と自然との共存・調和を目指
し、地球環境保全に貢献する企業活動
を行います。炭素製品は、クリーンエネ
ルギー・省エネルギー・リサイクル等、地
球温暖化防止や環境保全に貢献してい
ます。当社は環境・エネルギー分野に注
力しそれらの分野で当社の製品と技術
が活躍しています。 また、各種法令・規
制等に基づく廃棄物の削減や環境汚染
物質の厳密な管理だけでなく、製造工
程におけるエネルギー使用の効率化・

■ 環境への取り組み

グローバルな特定化学物質規制への適切な
対応が求められる中、当社では環境管理部
門の主導により、関連法規制の最新情報の
収集、整理を行い、対象製品における適切な
対応を図るとともに製品に含有する化学物
質の確実な管理と適切な情報伝達により、人
の健康と地球環境にもたらすリスクを最小化
することを目指しています。

■環境管理物質の管理
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［ ガバナンス体制図 ］ 省力化等に取り組むなど、全社員が環境
維持への意識高揚に努めています。

［ CSR活動 ］

株主総会

社内各部門　関係会社

監査役会 会計監査人指名・報酬委員会 取締役会

代表取締役

経営会議 内部監査部門

リスク･
コンプライアンス
委員会

選任･解任 選任･解任 選任･解任

次世代認証マーク「くるみん」



17 18

「C（カーボン）の可能性を追求し世界に
貢献する」という経営理念のもと、グロー
バルな企業集団として永続的に発展す
るため、確固たる内部統制システムを構
築するとともにコンプライアンスを最優
先とした健全な企業活動を推進してお
ります。全従業員に対しては行動指針を
示した「行動基準」と、遵守すべき法令

■ コーポレートガバナンスの取り組み

■ 雇用・職場環境への取り組み ■ コミュニティ参画・発展の取り組み

私たちが掲げる経営理念　『Ｃ（カーボン）の可能性を追求し世界に貢献する』は
ＣＳＲ（企業の社会的責任）の目的である持続可能な発展への貢献そのものです。
経営理念に基づき、経営トップをはじめとして、全従業員が全てのステークホルダーと健全な関係を維持し、
環境・社会の課題に取り組むことにより、今後も持続可能な発展に貢献することを誓います。

東洋炭素のCSR活動について

関係会社を含め4工場の生産拠点を置く
香川県において、積極的な地域との共生・
地域活性化の取り組みを行っています。
●市町村消防団への加入による火災時の
　消火活動、自然災害時の救助活動。
●地域清掃活動。
●祭礼・地域イベント・スポーツ大会への
　協賛並びに積極的な参加による地域
　活性支援活動。

地域社会への貢献

当社の創業者、故近藤照久の趣意により
創設され、現在は主に当社株式を基本財産
とする公益財団法人近藤記念財団の運
営を支援しています。財団では奨学助
成事業による人材育成ならびに研究助
成事業による学術振興を通じ、社会の発
展に向けた貢献を図っています。

人材育成・学術振興への貢献

や規程を解説した「コンプライアンス・
ガイドブック」を配布し、意識浸透を図
るための啓発活動を行うとともに、国内
外の関係会社にも展開し、グループ全
体での意識統一を図っています。また、
リスク・コンプライアンス委員会を設置
し各部門連携により種々の課題解決に
努めています。

働きがいのある職場環境づくりに努め
るとともに、全従業員の心身のゆとりと
豊かさの実現を目指しています。
基本的な人権を尊重し、差別のない公
平かつ公正な雇用を保証するために、
社内規定を完備するだけでなく、専用
窓口も設置するなど、万全の体制で全
従業員をサポートしています。

また、専門委員会の整備・設置を通じた
労働安全衛生の徹底、労災防止はもと
より、2010年にはワークライフバラン
ス推進のための専門部署を組成し、従
業員の家族向け工場見学会の毎期開
催や「次世代認証マーク」（愛称「くるみ
ん」）を取得するなど、働きがい・働き易
さの充実にも注力しています。

■ 品質・製品安全への取り組み

製造物責任については、管理規程を制定し、
製品企画、設計、製造から販売の各段階にお
いて、製品欠陥による事故発生の未然防止に
努めるとともに、万一事故が発生した場合の
適切な対応体制を構築しています。

■製造物責任の管理体制国内の各生産拠点で認証を取得している
ISO9001を基準に、お客様の満足度向上
を最優先のテーマとし、「どこにもないモノ
をつくる」「最高水準の品質」を実現してい
くために、設計・開発から生産・販売・サー
ビスに至る各段階での品質向上・改善に
継続的に取り組んでいます。

■ 公正な事業運営への取り組み

国際的な平和及び安全の維持を目的と
し、大量破壊兵器等の不拡散及び通常
兵器の過度の蓄積防止の観点から外
国為替及び外国貿易管理法等輸出関
連法規（外為法等）により規制されてい
る貨物及び技術について、外為法等に
違反して不正に輸出又は提供しないこ
とを基本方針とし、安全保障輸出管理

を適切に実施するために安全保障輸出
管理規程を定めております。その規程
の主旨を全社員に浸透し行動に生かす
ため、教育訓練などを通して周知徹底
をしております。このほか適正な取引の
徹底に向けた取り組みを行っています。

人と炭素と自然との共存・調和を目指
し、地球環境保全に貢献する企業活動
を行います。炭素製品は、クリーンエネ
ルギー・省エネルギー・リサイクル等、地
球温暖化防止や環境保全に貢献してい
ます。当社は環境・エネルギー分野に注
力しそれらの分野で当社の製品と技術
が活躍しています。 また、各種法令・規
制等に基づく廃棄物の削減や環境汚染
物質の厳密な管理だけでなく、製造工
程におけるエネルギー使用の効率化・

■ 環境への取り組み

グローバルな特定化学物質規制への適切な
対応が求められる中、当社では環境管理部
門の主導により、関連法規制の最新情報の
収集、整理を行い、対象製品における適切な
対応を図るとともに製品に含有する化学物
質の確実な管理と適切な情報伝達により、人
の健康と地球環境にもたらすリスクを最小化
することを目指しています。

■環境管理物質の管理

Corporate 
governance

Human Right &
Labour practices

Quality and 
product safety 

Fair operating
practices 

Environment

Community

［ ガバナンス体制図 ］ 省力化等に取り組むなど、全社員が環境
維持への意識高揚に努めています。

［ CSR活動 ］

株主総会

社内各部門　関係会社

監査役会 会計監査人指名・報酬委員会 取締役会

代表取締役

経営会議 内部監査部門

リスク･
コンプライアンス
委員会

選任･解任 選任･解任 選任･解任

次世代認証マーク「くるみん」


	cp.all.TT.14.03.jp.pdfから挿入したしおり
	会社案内_表紙1
	会社案内_表紙2
	会社案内02-08
	会社案内09-14
	会社案内15-21
	会社案内_表紙3
	会社案内_表紙4


